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アシストテクニカルフォーラム2019 

勘や経験やgrepはもう不要 
影響調査はピンポイントで的確に！ 

株式会社アシスト 

社長室 新規事業推進担当 

永見 絢子 
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自己紹介 
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アシスト入社後、BI製品のフィールド技術、プリセールス、研修講師を担当。 

2016年より社長室で新規取扱製品の立ち上げを担当。 

趣味は読書とダイビング。 

社長室 新規事業推進担当 
 

永見 絢子 
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まずは質問です 
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影響調査 

どうしてますか？ 
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特定カラムの変更：grepの場合 
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ソース全体に対して 
カラム名でgrepをかける 

結果のSQLファイル名で
再度grepをかける 

特定したJavaファイルを
開いて影響を確認 

JSPと連携している場合、
ファイルを特定 

特定したJSPファイルを
開いて影響を確認 

結果のJavaファイルの
DML文字列で… 

結果のJavaファイルの
変数名で… 

複数カラムの場合は、 
この作業をカラム数分繰り返す… 
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なぜ手間と時間をかけざるを得ないのか 
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開発当時のメンバーがいない 

ドキュメントがメンテナンスされていない 

継続的に機能追加や仕様変更を繰り返してきた 

誰もシステム全体を把握していない… 
地道に調査するしかない… 



アシストテクニカルフォーラム2019 

Copyright © 2019 K.K.  Ashisuto 

影響調査に工数・時間がかかるだけでなく… 
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調査漏れによる障害が発生してしまう 
思いがけない箇所に影響が出てしまい、本番運用時に障害発
生、業務を止めてしまった。 

 

テスト工数がかかってしまう 
障害を防ごうと、網羅テストを実施している。 
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そこで 
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ChangeMinerで 

システムを可視化 
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ChangeMiner：システムの可視化・影響分析ソリューション 
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分析 
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主要機能要約 
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• プログラム/DB 資産と変更状況  

• 非呼出プログラム/テーブル、非存在オブジェクト、 

呼出頻度 

• 国際標準メトリックを用いたソースコードの規模と複雑度 

• ファイル名やキーワードを使った高速な検索  

• ソースとDBオブジェクト全体を対象とした検索 

• 複数条件を組み合わせた絞り込み検索 

• 業務/プログラム/DB構成と要約情報を提供 

• ソースコード内部構造情報を可視化 

• DBスキーマ内部構造情報を可視化 

• 画面プログラムからDBまでの関連を可視化  

• プログラムとDBのCRUDマトリックスを自動生成 

• オブジェクトレベルの関連を可視化 

• 各種ダイアグラムを自動生成 

-フローダイアグラム、クラスダイアグラム、シーケンス 

 ダイアグラム、SQLダイアグラム  

• データ（変数）値のフローを追跡（Java、PL/SQL、

COBOL) 

• 指定期間内のソースコードの変更状況  

• オブジェクトレベルの新規/修正/削除などの詳細内容を 

追跡して比較 

• 分析結果をExcelやPDFなどに出力 

• 多彩な標準レポートを提供 

• 任意のデザインのレポートを作成できるデザイナ *オプション 

• 分析設定を簡単指定できるプリセット機能 

• 収集や分析作業の自動化 

• サーバ資源の使用状況と実行作業をモニタリング 
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主要機能要約 
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• プログラム/DB 資産と変更状況  

• 非呼出プログラム/テーブル、非存在オブジェクト、 

呼出頻度 

• 国際標準メトリックを用いたソースコードの規模と複雑度 

• ファイル名やキーワードを使った高速な検索  

• ソースとDBオブジェクト全体を対象とした検索 

• 複数条件を組み合わせた絞り込み検索 

• 業務/プログラム/DB構成と要約情報を提供 

• ソースコード内部構造情報を可視化 

• DBスキーマ内部構造情報を可視化 

• 画面プログラムからDBまでの関連を可視化  

• プログラムとDBのCRUDマトリックスを自動生成 

• オブジェクトレベルの関連を可視化 

• 各種ダイアグラムを自動生成 

-フローダイアグラム、クラスダイアグラム、シーケンス 

 ダイアグラム、SQLダイアグラム  

• データ（変数）値のフローを追跡（Java、PL/SQL、

COBOL) 

• 指定期間内のソースコードの変更状況  

• オブジェクトレベルの新規/修正/削除などの詳細内容を 

追跡して比較 

• 分析結果をExcelやPDFなどに出力 

• 多彩な標準レポートを提供 

• 任意のデザインのレポートを作成できるデザイナ *オプション 

• 分析設定を簡単指定できるプリセット機能 

• 収集や分析作業の自動化 

• サーバ資源の使用状況と実行作業をモニタリング 

特に評価の高い機能を 
3つご紹介 
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機能１：オブジェクトをまたがる検索 
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ソースコードとDBスキーマ全体を対象に検索 
 どこを検索するか、意識する必要なし 

 完全一致や正規表現、ファイル形式指定などの条件指定が可能 
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機能２：関連マップ 
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プログラムからDB項目までの関連を可視化 
 修正の影響範囲がどこまで及ぶのかを視覚的に把握 

 仕様変更やトラブル箇所の説明などのコミュニケーションに活用 
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機能２：関連マップ：デモ 
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ソースコードの該当行までクリック操作でたどれる 
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機能３：CRUDマトリックス 
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プログラムとDB間のCRUD関係を可視化 
 テーブルやカラム変更時に影響を受けるプログラムを把握 

 関連があるプログラム数がわかるので、工数の概算見積に活用 
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機能３：CRUDマトリックス：デモ 
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SQL文の実行コードを確認できる 
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ChangeMinerで的確な影響調査を実現！ 
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全体の影響範囲を視覚的に把握！ 

修正対象のプログラムを迅速に把握！ 

某カード会社では 
基幹システムの影響調査作業時間を 
grepと比較して平均46.3%削減 
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ChangeMinerの具体的な活用例 
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ケース１：国内/海外出荷プログラムの修正 
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業務拡大で商品コードの桁数を増やすこととなり、国内出荷/
海外出荷プログラムの変更が発生。 
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ケース１：国内/海外出荷プログラムの修正 
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 ChangeMinerで商品コード項目を起点として確認すると、
インボイス処理も修正が必要なことが判明。 
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ケース１：国内/海外出荷プログラムの修正 
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DB項目を起点として関連を可視化し、 

修正対象プログラムの調査漏れを防止 
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ケース２：工数見積のエビデンスとして活用 
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関連マップに物理名だけではなく、論理名も表示。 
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ケース２：工数見積のエビデンスとして活用 
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 グリッド表示にして、そのまま見積に添付する資料として活用 
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ケース２：工数見積のエビデンスとして活用 
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資料作成工数を削減し、 

ユーザと画面名や機能名での会話ができる 
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ChangeMinerの活用により 
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影響調査にかける時間と工数を短縮 
クリック操作で関連する画面やプログラム、テーブル/カラムを把握
できる。 
 

調査漏れによる障害を防ぐ 
万一障害が発生しても、どのテーブルや業務に影響が及ぶのかを
素早く把握し、迅速に対応できる。 
 

適切なテスト範囲を見極められる 
修正範囲が明確になるので、テスト範囲を限定できる。 



アシストテクニカルフォーラム2019 

Copyright © 2019 K.K.  Ashisuto 

ChangeMinerの検討ステップ 
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ChangeMinerを徹底体験 
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１ 製品詳細の紹介とヒアリング 

ChangeMinerの詳細機能のご紹介と併せて、お客様環境と分析
要求をヒアリングし、ご要望への対応可否の認識合わせをします。 

２ PoC（有償）の実施 

お客様のシステムや分析要求に合わせてチューニングやカスタマイズ
を行い、ChangeMinerがお客様のシステムで効果を発揮するかを
見極めます。 
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ご清聴ありがとうございました 

27 

本資料に関するお問い合わせ 

株式会社アシスト 社長室 

gtone@ashisuto.co.jp 
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アシストテクニカルフォーラム2019 
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※本資料に記載している情報は、2019年10月17日現在のものです。  

※本資料の内容は、今後予告なく変更されることがあります。  

※文中の社名、商品名等は各社の商標または登録商標である場合があります。 


